
第第第第１１１１回別海町協働基本指針検討委員会回別海町協働基本指針検討委員会回別海町協働基本指針検討委員会回別海町協働基本指針検討委員会    概要概要概要概要    開催日時：平成 25 年 1月 21 日（月）午後 1時 30 分～午後 3時 15 分 開催場所：別海町役場 3 階 301 会議室 出席人数：11 名（欠席 1名） （会議次第） １ 開  会  ２ 委嘱状交付  ３ 町長挨拶  ※町長挨拶後、指針策定事務局体制紹介 ４ オリエンテーション    ・別海町協働基本指針検討委員会設置要領について     ・委員紹介  ５ 委員長及び副委員長選出    ６ 議  事   議題１ これまでの経緯について（報告） ①別海町自治基本条例について       議題２ 別海町協働基本指針素案について      ①別海町協働基本指針素案（仮称）における経過報告      ②別海町協働基本指針素案（仮称）検討 ７ 全体質疑  ８ 閉  会  １ 開  会  （総合政策課長） ２ 委嘱状交付 （町長から個人渡し） ３ 町長挨拶  本日は皆様お忙しいところ、また寒さ厳しい中、お集まりいただきまして誠にありがとうございます。 只今皆様に委嘱させていただきましたところですが、この度は「協働基本指針検討委員会」の委員をご快諾いただき心より感謝申し上げる次第でございます。 さて、私は就任以来「町民の皆様と一緒に自立のまちづくりを進めたい」との思いから「別海町自治基本条例」を施行し、この条例に基づき「協働のまちづくり」をさらに進めるため、町民の皆様に広く意見を募るパブリックコメント制度、あるいは地域や団体に赴く公聴制度、また、町民の自主的な活動を応援する補助金制度の充実など、様々な施策に取り組んでいる次第であります。 今後もこの取り組みが、広く町民の皆様に浸透し、協働の原則であります「情報共有」と「町民参加」を基本に、町民の皆様と行政がともに力を合わ せ、それぞれの役割と責任を持って進めることが必要と 考えております。 本検討委員会の設置意義としましては、この「情報共 有」や「町民参加」を具体的に進めるため、協働の仕組 みづくりの基本方針となる指針を皆様にご検討いただき 作成することにあります。 



  本日お集まりいただきました皆様におかれましては、自治基本条例の制定にご尽力いただいた方々、また日頃より町内会や地域における様々な活動をとおして「まちづくり」に携わっていただいてる方々と存じ上げております。   どうかその見識、あるいはそれぞれの活動現場でのノウハウを存分に発揮し、この指針作成に生かしていただきたいと期待しているところでございます。 本町は只今、平成 25 年度の予算編成作業を進めているところでございますが、地方交付税や地域経済の動向、また農漁業の情勢など、本町の財政においても大変厳しい状況が予想されるところでございます。   今後においても町民一人ひとりが、知恵を出し合い、高い意識をもって「まちづくりに参画」していただきますと共に、財政健全化や行政改革をさらに進めながら行政運営に取り組んでいく所存でございますので、より一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。   結びになりますが、5 回の検討委員会というやや長丁場になることかと思いますが、皆様方には体調管理に十分ご注意いただきながら、別海町の置かれた現状や風土が反映され、将来の発展につながるような、別海らしさ、別海町にあった協働のあり方を検討していただくことをお願いいたしまして、私の挨拶とさせていただきます。  ４ オリエンテーション （事務局）  ・別海町協働基本指針検討委員会設置要領について     事務局から本検討委員会の主旨・目的等の再確認や委員の任期や今後のスケジュールを説明  ・委員紹介     事務局から本検討委員会委員の略歴等を紹介  ５ 委員長及び副委員長選出   委員から事務局の提案が良い旨の意見があり、委員長及び副委員長を決定。    ６ 議  事   議題１ これまでの経緯について（報告）   ①自治基本条例について 事務局から、自治基本条例の制定背景、制定までの取り組み、各条文の内容などを「キョウドウ通信」や「平成 23年度自治基本条例広報掲載記事」を用いて簡略説明。    （内容要旨）  委員    事務局     
・この委員会の仕事というか、やらなければならないことは、自治基本条例の中の第２章第３章の中の「情報共有」と「町民参加と協働」に絡んだ部分についての基本方針、推進方策等を検討すると考えてよいか。  →まず自治基本条例の中から基本理念である「情報共有」と「町民参加と協働」この２つを中心に、参加のあり方について具体的に検討していく、その方針を分かりやすく確認していくことを目的に進めていこうと考えている。 今、実践できているもの或いはこれからどう実践していったら良いかという中で具体的な事例なども挙げていきながら進めていければ良いと考えている。 



 委員       委員長  事務局      委員長   委員   事務局     委員長   

 ・事前に配布された文章、指針素案を見たときに、「情報共有」の部分で大変大事なことだと思う。 ・例えば、各公共施設にはホームページを閲覧することができる機械が置いてあるが、その中身が数年前の物もあり「あてにならない」と思うことがある。それを町へ伝えようと思っても、ホームページ更新の事務量が相当なものと考えると遠慮してしまう。そういうことが他にもあれば、この会議の中で申し出ていいものか。  ・具体的には次の議論の中で話合っていきたい。  →これから具体的に進める議事の中で、情報共有のあり方、町民参加のあり方の手法の中で、そのような意見は必要と感じている。 情報の受け手である町民の皆さんから見た町の現状の情報のあり方がどうなのか、こういう情報のあり方を求めている、媒体としてもっと違うものがあるのではないかといったものがあれば、そういうものを具体的にいただきたいと思う。  ・色んな課題とそれがどうあるべきか皆さんで出し合い、最終的にまとめとして整理をするほうがいいと思うので、いかがでしょうか。  ・この委員会のほかには、「情報共有」と「町民参加と協働」以外の部分を検討しているといった会議や組織はあるのか。   →他には無いが、行政における色々な分野に特化した検討の場の根っこにあるものは、この自治基本条例に繋がっている。  「素案」は、あくまでも事務局でたたき台として作ったもので、この５つの指針にこだわることなく、意見をいただきたい。   ・この委員会が何を行なっていくのか確認されたかと思うので、それを押さえた上で進めていきたい。               



  議題２ 別海町協働基本指針素案について   ①別海町協働基本指針素案（仮称）における経過報告    事務局から経過、主旨、５つの柱などについて簡略説明    ・別海町協働基本指針素案（仮称）は、議論を進めるための「たたき台」として作成。盛り込むべき内容のうち重要な部分をまとめたもの    ・「基本」としたのは、現時点での基礎となる部分を指針として定める意図    ・「指針」の一般的な性格は、そのとき時の状況や今後の協働行政の発展・熟成により目標設定は変化していくものと考えており、今回を「基本」として位置づけている  ②別海町協働基本指針素案（仮称）検討    事務局から本町の情報共有方法の現状について触れ、よりよく町民の皆さんに届く情報の提供方法の提案を求める   （内容要旨）  委員長  委員                         

 ・今日は率直な皆さんのご意見を出していただければと思う。   ・別海町は広く市街地と郡部のインターネット環境の違いがあり地域により中々ホームページを見ることができない。また、高齢者の方が多い町でもあり、広報紙を各家庭に配布していることは重要と感じている。 ・広報紙は、町内会回覧により配布されているが、手元に届くまで時間を要することがあり、その場合、月初めの行事や病院の診療科目が既に終わってしまっていることがある。例えば、１月号であれば１月１日から３１日までではなく、２月の中旬頃まで掲載するといった配慮があれば、必要な情報が受け取れるのではないか。 ・月１回各公民館で開催している催しを過去には１月号へ１月の予定を出していたが、それを１月号へ１・２月分の予定を出すよう改めたら参加率が上がっている部分があった。 ・スマートフォンなどの導入によってそこから得られる情報も大きな割合を占めていると思う。今、「スマートフォン版はこちら」といったホームページが沢山あるので、そのようなことを検討してもらえれば･･･、末端の町民にも情報を届けられる方法の一つだと思う。 ・せっかく協働といっているので、町民の人が関わっている部分を商工会や町内会、サークルなど一緒に発信してもらうページを増やすなどすればいいのでは。地域情報のようなものを日にちと主催者と大雑把なタイトルだけでいいから、発信するようなページがあればいいのでは。役場の人が全ての情報を集めて発信するということは相当な作業と思う。 ・イベントが終わった後の、心が温かくなるようなこの町の良い出来事情報があってもいいと思う。 ・広報紙の全てを見るとなると相当時間が掛ると思う。もう少し内容的に若い人からお年寄りまで見やすいような情報の提供の仕方も考えたら良いと思う。 ・「他町の広報紙の閲覧もできるようにします」とあるが、今は行なっていないのか。他の町で行っていることを見ることも非常に大事であり、わが町のまちづくりを考える



                   

うえで必要なことと思う。 ・チラシやポスターについては、期限が過ぎたものはきちんと職員の方が下ろしているように、ホームページでも各ページや各リンク先で期限が過ぎたものを下ろし、新しい情報を載せるとタイムリーな有効な情報、必要な情報が届けられると思う。 ・病院の情報は、毎月きちんと正しい情報が載っているので、他の部署も準じてもらえればと思う。 ・広報紙について、横長で長々書いてあるので、とても見づらいと感じる。もう少しコンパクト又は後ろのページにあるような縦長４段の方が、記事としては短くて読みやすいと思う。横文字自体は読みやすいが、ただ、長すぎてどこかで区切らないと段々読みたくなくなっていく。 ・色々な話が出たが、情報共有については、「定期的に色んな人たちの意見を聞きます」という項目が一つ無ければいけない。 ・取り組み「１」の部分には今まで『行なってきたもの』と『行なっていなが入っているもの』があり、『行なっていないが入っているもの』が無ければ、指針を出しても今までと同じことになってしまう。そのあたりを整理してもらいたい。 ・事務局で整理して、原案・素案として出せば皆さん納得してくれるのではないか。 ・例えば、素案の文言で「町内会に参加していない人にも」というのでなく、「情報が早 く行き渡るような方法」など、表現を変えたほうがいいと思う。             ～所定の時間のため終了、続きは次回会議へ～     ７ 全体質疑  時間の都合により省略  ８ 閉  会  （総合政策課長）    以 上  


